
アジャンタ一石窟寺院における
小規模寄進について
一一寄進銘と大乗仏教一一

福山泰子

はじめに

本稿では.アジャンタ一石痛寺院にみられる紀元前後に造営された前期イi

術やIlU盤当初の寄進者によって中断あるいは放棄された後JUFEI痛にr;lfl]り込

みil~JJ に行われた寄進活動に注H し，アジャンターにおける寄進活動の様相l

を造形と銘文の双方から把捉することを目的とする。ここでは，後期!石間へ

の「;守IJり込み的」寄進活動に加え.前期石窟の再荘厳を目的とした寄進活動

を総称して「小規模寄進」と呼称する。

仏教学では長年.G・ショぺンの碑銘研究によって，アジャンター後期石

衡の寄進銘(以下アジャンター碑銘)も頗繁に祖上にあげられ.研究者・の注

目するところであったが，銘文が記された壁画や浮彫彫刻との関係は等閑視

されているように思われる。そこで，各窟に残る小規模寄進の壁画や浮彫の

特徴およびそれらの寄進銘の特性を整理し仏教学・仏教史学において識論

されるところの寄進碑銘.特に第22窟碑銘の問題を美術史学の視点;から再度

検討することとしたい。

アジャンター碑銘は.19世紀後半にB・ダジやJ・パージェスにより紹介

され.その後もG・ヤズダニ編集のAjanUlに所収されるN・チャクラヴア

ルティによる校訂のほか.M・ダパリカルの補足新出銘文紹介など.多数の

符iIF.論文に収録されている c 本稿では.前述の先行研究に加え.近年の(lJf

- 27-



アジャン7一石tii寺院における小拠悦1!ti止について

究のうち枯ら山市に碑銘を収録するR・コーエンの|専七論文 (1995年ミシガ

ン大乍腿/1'"未公fJJ)rllの巻末碑銘資料をj直下UiI川する。

lアジヤンターにおける小規模寄進の内容と寄進銘文

小脱技術j1ßの浮}àJ~や絵画，またその寄.illi~名文を wl~J招'UJ(J に挙げることは紙而

の行1¥令上，州出fiなため，各窟の小税13Z寄進の作iヂIJと脊進者のタイ トルに注目

しながらその概~を述べる。なお，寄進銘は争JJ泌やJJl備に よって全文が判読

しうるものは少なく，また若干の純文上の111注はあるが，多くの寄進銘が

deya dharmo 'yaT]l 詔kyabhil王手01' [x] sya alra pUl:tyaT]1 tad bhavatu 

matapill_"o sarvvasatvanarn anuttarajnanavaptayeという定型願文を有する。

(1)第 2開

|ヌ11 /)、脱枝記千進による壁面l

アジヤンター第2hr北川fi按

第2聞は仏殿の完成をみたもの

の，路|人lの左廊や後廊左後壁，そ

して仏搬l河室には中断された壁画

に隣彼する空r:n，あるいは未装飾
のまま欣泣きれた壁面を用いて，

小i;lL{長谷進のぽ闘が残る。まず，

1.e廊には卯f{J天上の脊離をはじめ

とする仏伝-図が捕かれているが，

場而によ っては彩色がなされない

まま放出されている。この仏伝図

，i"かつてイT方に小規模寄進の画像，
すなわち，千仏国(実際は，縦10

躯 ・ 椴10躯の計100躯の仏坐i~m~)

と床而に近い部分に検一手IJに10躯

を配した仏坐像群が技る(凶 1)。

このうち後者の仏~像併には蓮台
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アジペ・ンタ ーイ i~百年院における小品H日得J1tについて

J-'.に効r:.illi銘文が伐り，寄進者名に

く釈干虫比.li:sakyabliil?!j1l>なるタイト

jレカ汁Jーさi1.ている。なお， アジャン

ターの小規模寄進では後述するよう

に， しばしば寄進名と兄られる供養

者・がぶされることが多いが，ここに

は凡られない。

次に，節2間において注Uすべき

は後廊左後壁で，当初jは布後告でと一

対となる 「守I"J倣」が-tNiかれるはず

であったが，石町のも:進を急、いだた

めにそれが拙かれることはなく， iii

営がーJiJ;冬了をみた後に，月IJの寄進

者によ って寄進された「合衛城のや1I

変J1ヌ|が残る(凶 2)る小規模:寄進

において仏教説話|玄|が選択されたことも自立すべきであるが，ここでは，

守進碑銘はji'(f(認で・きないものの， 中央のイム1(oî'~I"保の)1.;[:に刷芥炉を手にし

12!12 合術JJll(の.N変図 アジャンター
第zrrn後hilU..r:後壁

た供!j，i'比.li'.が一人， 比較的大きく

Hliかれている。おそら くこの人物

が|司壁11mの谷i住者で、あろう。また

この「合lIU城のや11変」闘のずl下方

に，問図にややjf(なって三掠形式

の仏w忘仰があり(釈種比II".>を

名来る人物の布進銘文がij'l:蝕され

ている。1J~~1'1'iーの姿は現状では確

認できない。

仏殿liij宅 (1ヌI3 )は天井以外，

控而全体が小)J~脱寄進による千仏

|文13 アジャンタ -~2 筋前宗
および仏版本f;t:

nu 
n
L
 



アジ守ンター石寵寺院における小線機寄進について

図で充満されているが.左列柱柱礎にも三都形式の説法印仏坐像が表され

ているo <釈種優婆塞〉である人物の寄進銘文が蓮台部分に二行にわたっ

て記される。きて，仏殿前室は，本来は第1簡や第6窟のごとし後墜に

は「守[，'1f象J. 1JlI)墜には「降魔成道」や「合t.I城の神変」といった仏伝主

題がJA1かれるべきところだが，寄進を急ぐ理Llrから仏殿前室の荘厳は断念

され，その空いた壁画は.別の寄進者によって一部を除き.左右後壁，左

右側壁のl別方の壁画に同じ工房あるいは同じ尚工による無数の仏陀坐像が

描かれた。右側壁中央の寄進銘には「千仏」とあるが，四方の壁面の総数

はコーエンによれば979躯であるという.布後墜には寄進銘文が3カ所に

確認でき，その一つにはく釈種優婆塞〉というタイトルがみられる。

(2)第4紺

第 4 賄は後J~J石慌のなかでも初期jに造営が11手されたが，天井が崩務し

たため造営が凶難を極め.最終的には一部の列柱と仏殿本尊を完成させる

ことで寄進に至った石窟である。小規模寄進としては.まず.ヴェランダ

入口向かつて右方に浮彫の諸難救済観音像があり.i手彫区画上部には開蓮

華文の天井装飾が残る。現状で，寄進銘と供養者の姿は見られない。一方，

ヴェランダ左後壁には列柱付の寵が設けられ，三尊形式の説法印仏侍坐像

がi芋彫で去されている。仏陀の背究れのクッションは浮彫で表されるが.

背陣の装飾やその後ろに表された払子を持つ従者は絵画表現による。也、陀

が足をi泣く迎合の前方には欠損するものの法輪と胞が看取でき，さらにそ

。の前)j左布に腕坐すると思われる供養者がみえるが，寄進銘は確認できな

L、.

窟内に11を転じると.仏殿内には未完成のものも合めて合計15例の小規

模寄進による仏陀立像や仏三尊像.仏陀坐像が表されているc 寄進銘はこ
(5) 

れらの仏陀像にはみられない。
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アジャンターィir.t'-.'j.院における小品H具寄進について

(3)第6儲下階

広川f表明の比較的上方，かつ前五に近い位置に小m脱ヨ1・.illiの三尊形式の
仏陀像が伐る。左後壁ーには， ii尚信雄に結捌欧坐し説法印 を~:，υ;11、陀主|さf象が

伐る。)j削寺はIJf.I蓮華上に立つが，うち治)1私侍は髪押えiで日に脱皮をかけ，

イ[すーを JiÍ!i 1 !1.f，民印にし，ノポ手に/削除をとる。さらに;(ï)j~H!j:の lí ' l か つ てすぐ左

に腕λhして令掌する比丘らしき人物保が，そして允)1私侍の祉 ドにも一人の

人物が11'J収できる。 しかし，寄進鍬はない。

対するイI後控にも同様の凶像で仏陀似および)協仰，さらに'fJVi主将が表さ

れている。耳Ici)jお伴の傍らには， JI: :~~ ~i:I:Jな胸を保わにした久:'It供~:ùの像がみ

える。 jぇ対 iJ!iJには比丘と ，141わしきiJl~走者が手にイヒを執る椛 fーである。ネIJ落

やA:itliJilぷ1mの1(1裂も甚だしく，帯.illi銘の存在は椛誌できない。第 6窟下階

には， I.: ，k~の仏三尊像のそれぞれ上方にまた別の仏三め:保がみられる。

(4)第 6tri上階

ィI'k百j立何を順調に進めることが

できなかったことが席内外の無数

の小以悦寄進から窺える。すなわ

ち，仏l'制民や汗薩像，過去七仏や

悦;制作l鋭，あるいはス トゥーパ|さ!

などである(阿 4)。また前I!ili;(i 

1J!lJ~.tに設けられた房室の奥間には

仏w己保を配し，さらに周壁を千イム

イヒ引のモティーフで麗うという，

E主を制立に改変した例も凡いだ

せる。小脱税寄進の作例は{削完結

のなかでは品も多いが，現μする

守~jlli銘は，わずか 2 例のみでいず

れも〈釈純比氏〉を名来る，'1'，家才? 図4 第 6y，7t !て |ヰ~Iグェランダギi方

q
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アジャンタ一石E:i寺院における小脱校寄進について

のむのであ り，左前i壁に残る諸難数済観{'((集と， Ijij廊側の右原ri壁柱{こ小さ

くぶされた説法印仏侍坐像に伴われたものである。

(5)第 7慌

第 7慌の小脱政寄進の違例は，ウeェラ ンダプ立後恨の説法印仏陀坐像であ

ろう。 Jt々 ，イム伝図が抗かれていたというヴェランダ壁画は現在では数{本

の人物伐と!ili:築の一部が看取されるのみで判然としない。また， 小規模寄

.i1主の範的に入れるべきではないかもしれないが，十IIi足的に述べれば，仏殿

flij主のたお1!¥1p:;ての 「合街城のや11変」図には彼数の供養宇?の姿がみられ， さ

らにこのうち;(I'1Jl日主には供養者のなかに比rr.b一人確認でき，注目される。

(6)第9W"

紀.Jl:ljij訟の造営から数世紀を経ておそらく当初jの控l百|は恭IJ落し，表面の

状態が劣化していたと考えられる。再~E厳というかたちで列柱や姐脈問ι

さらにはス 卜ゥーパ後方の壁面に至る まで後JYH笠岡が現在は残る (図 5)。

特に，組以II哨では，前期壁画の本生図や仏伝|ヌlの 卜.から新たに 「合'f!1削減の千111

変j 1ヌ|や過去仏，説法印仏陀{象等が拙かれており，引在もその2つのH寺JUI

の~:.! i市|が 2Jr1にわたってみられる。タ11杭にぶされた仏Wt:像や菩薩像には供

技者がぶされてお り，比丘が多い。寄進宣告が椛i犯でき る例も認められるが，

すべての寄進された壁画|に銘が1-1"されるわけではなし、。窟外壁には供養者

|ヌ15 小規政寄進による壁川 アジヤング一節9)iIT後段

η
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アジャ ンタ一石能寺院における小JJl.t見守.illiについて

を伴った仏wと川良やストゥーパ閃が浮彫

で返されている。

ー寄.illi鈴には， <釈穂比丘)<優-婆悲〉と

いったタイトルがみられ， <釈H:比丘〉

にはく入・1:t¥Jコhadal!1ta)<似Li(iß釦~acãrya)

という訂川Jが就く場令もある。寄進され

た世間u国と脊j1fi者の身分lこ特月1)な傾向
はみられず， 11品~ ~ì1千平I鈴H象であ っても 〈釈

極比li..><仮・強収〉ともに寄進している。

ただし，都 H~.tj;;:.!;'1.台庄の寄進1of，と同様

に1人の人物名のみを記したとしてもそ

こにぶされた供後者・の数は 1人ではなく，

被j数t.ぶされることが多い。比丘の場合， 1ヌ16 小J;lI.紋~:f.r.illiによる償|叫

それ以外に比 li..が去されることもあれば，

校家の組絞らしき人物の表現もみられる。

(7)第10町

アジャンター第lOr，-:Ui'.手IJ柱

第 9 仰と同じく前期不i庇であるが，第 9 何よりも イ I新のJ~L棋は秘めて入会

きく，ジIJ柱にも多くの小)J~模寄進による仏陀"51:'(匁や仏11'と州似などの 11 1 11像が

みられる(医J6 ) 。 廻廊控は前JtrJ壁画が:UI'jか れたf;i:)O所が大、I~ を占め，とこ

ろど こ ろに後J~J控i画の形跡も認められる。 寄進似をみると， <釈租比丘〉

から始まるものだけでなく， <釈粧比丘><大徳〉を併記するもの，さらに

く軌範(:ï~)を加え， 3つのタイトルを記すもの，また <!IVLfl陀r.III) あるいは

く大徳〉とのみ起すものなど多様である。また，WJ[文にlψと父のためと記

しているとおり，比丘に加えて在家の男久ーを表したものが多く見受けられる。

(8)無評問(第10間と第11符との1/¥])

奥暗には， .j(:lli下座に坐し，足を二重主g.''l¥iIAliに出〈イム侍坐仰が表されてい
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アジャンタ一行Gl"寺院における小t証役寄ill.について

る。 ここでは脇1~j' は配される こ となく，左，{iの~fI日がそれぞれ 2 つの区画

に分けられ，それぞれの上部に仏陀坐像，下部には仏li'と立像が配されてい

る。左側壁はIJ"I，-，部付近の下半分を大部分欠航するが，Ilil壁而イi卜'JJには

地'"11からや11びる越恭を手にする女尊f裂がみられ，上古11は医画内にさまざま

な姿態の仏陀λ|そ{集が2段にわたって表されている。ホf![lJ唱には，話難救済

観"NiL似の作iダIJがある。 ~!(F，番窟には ， 天:1 1'同も拙かれており ， ー拠控 ・ 左右

1J!1J般の三而がひとつのまとまりとして寄進されたことが，現在も雌認でき

る制行Hトj きのLJM以か らわかる。しかし，供養手~' f象も寄進銘む兄られない。

(9)第llttr

~llMはヴェランダ左右や窟内広11\)のイ~' f!liP世に配されたベンチ， f陶芸な

列柱，仏殿|人jの本尊の背後がスト ゥーパの形を桟すことなどから後期石窟

のなかでも1JJJU)の石旅とみられている。加えて当初のjEiZ活動が終了を見

た後，多くの寄進者がこの窟の空

|日lを選択し，仏三i!;:.(象のほか，過

去仏 とみられる仏陀[払「合衛城

のが11変」図，~F，: I院{象にいたるまで

多平iff多峠なで!凶で寄進している。

ヴェランダイパJ!IJlit:T方の浮彫(図

7 )を除けば， 多くは控|出IJである。

ヴェランダ左{J!iJ抵のJj}宅右側には，

水量!li以外のf立慎(fiの詳細は不明であ

るものの， 祁日m救済1&背立{象が桟

り ， 五ß台の;迫力~ 1二に〈優婆塞〉な

る人物の寄進銘が確認できる。

また館内のlr.後壁には主任j韮銘を

イTする三~:形式の仏(炉I'd.匁が看取

できる。なお， ).よ聞のイi{)!I)壁ーでは，

- 34一
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アジャンタ一石篇寺院にねける小燥機帯j也について

rf守衛城の神変」図のうち千仏化現を表した蓮台に結蜘扶坐する仏陀が壁

画全域を埋め尽くし，壁画中央に三尊形式の仏陀像が供養者を什-って表さ

れているが.寄進銘は見当たらない。左後壁には.仏殿への入nのすぐ左
方に「舎衛城の神変」図があり，さらに肘室を挟んで. 1I1岳を背景とした

三尊形式の仏陀像がある。この仏三尊像の下方に定烈願文を合む寄進銘が

残る。

(10)第15窟

広岡左後壁に矩形の仏寵が2つ並ぷ。まず， [rlJかつて左側の区画にはマ

カラアーチの下方に蓮華座に結蜘肢とJ~する仏陀倣が去され.顕 1..には宝冠

をもって飛期する棲人形飛天がみられる。 仏陀(~のr:IJHIはおそらく説法印

であろう。脇侍は破損が著しいため判然としないが.地耐から仲ぴる蓮華

が見られることから，おそらく右脇侍には観凸:符l録か蓮華子{象が表されて

いたと考えられる。供養者も寄進銘もみられない.その右側に位置する前

室入口に近い寵には.同じく三尊.形式の仏陀像がある。観音菩薩とみられ

る脇侍は髪醤冠で手には水甑をとる。対となる脇侍は.手に金剛杵をとり.

金剛手像であったとみられる。供養者が去されていた否かは現状では不明

である。

(11)第16窟

第16窟は後期石窟の中でも比較的初期にj立悦された慌であるが.窟内の

左右廊・後廊の当初の壁l同は途中で終 fし. 1-分に下地処理がなされた壁

而寝間には小規模寄進による壁画がみられる。イiltfliの仏伝図に接して捕か

れているのは.結跡l朕坐の説法印仏陀坐像で. RJl:に近い位i置にあるため，

コウモリの糞尿害を被って黒変が著しいが， 11悦では供養者や碑銘の存夜

は確認できない。一方.左廊壁の後腕i寄りにはこ他正が支える蓮華座に坐

す説法印仏陀像が脇侍や飛天とともに去されているが.同壁l叫の下部が完

全に剥絡しているため.当初の様子は不明である。そのようななかで寄進
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アジセンターイÎ~奇[院における小JJl.I品窃jl!!について

|刈8 仏陀坐像 アジャンター
;:，116街左民II壁

銘を伴うのが，tr. fJlljJ!ilI壁の仏陀

坐1創作である。被数とはいえ，

寄j住者はわずか2名のみで，ふ

れぞれの仏|引匁に寄進者である

(1らの名前をWHさせるなど，
銘文の数としては側めて多い。

.le側hilI① (第三))J本の左上方)

k，，'iWbl倣~i':の説法印仏i>'自坐像が

iJ fll:~ llr~ 7.}'，仏WGのtr_ホ卜jjには

誌を背にイ日制を下にした綾人形

11~天がみられる。そして，左端

の仏陀の傍らには比丘らしき人物が令乍して仏陀を凡 l二げる綴子である。

判部問所も少ないため，寄進銘を以下に記す。:寄進銘はまず，壁而に向か

つて左からー躯目と二躯目の仏陀像の下)jに設けられた向いIxj函内に記さ

れている(図8)。定地願文とともにく釈純比丘><大徳〉なるダルマダッ

タの寄進であることが述べられる，さらに先述の 4躯の仏l吃ぬのうち 3番

目と4寄LIの仏陀[象のJlIJに， 再び白い|又fflilが設けられ， '1~J然としない箇所

もあるが，ほほl~iJ じ文言の寄進銘が記されている 。 また ， ~干仏陀{象の坐す
(1ω 

ilifiの一々に自らの?う前をj'iJi_有佑で・記す...1，(はit;_1二|される。そこでは，「〈釈

栢比Ii-.>タルマダッタ」ではなく， r <大Í'~()ダルマダッタ」 と 起されてい る。

• J川J!il出II②(上記のpq似の仏陀像の上方の仏陀{創作)

先に制介した 4~の仏WG~I'-:像の上ブiに 6 艇の仏陀坐像が‘1"-ぷ。 左端の仏

1，'忘の {去らにはやはり比丘とみ られる供接行が~j~~ して令令する。このほか，

先の44誕の仏陀{集の右端に異なる背景色のfi7ijiJrがあり，そのなかにもう一

人比任が比較的大 きく 拙かれてい る。 これがこの 6 脳の仏陀~f象に関連す

るものか， 4掘の仏WGf象に関連するものかは不明である。寄進銘によれば，

〈釈極比任><大徳〉 であるパープカによる寄進であることが知られる。

p
h
v
 

q
d
 



アジャンターイik百年院における小島W'!脊地について

なお，先のダルマダッタの寄進同線に，各仏陀{換のiiliiι;の一々に名前を1iJi-

イ{f作てず己す。比li'，の名前である「パーフ。カ」は4得11および6番Uの仏|吃

のえli輩出上に年記され， r <大徳〉パーフ。カ」は5併11の旬、陀の蓮華刈什ーに

J己さt1.る。

(12)第lntr

出17加は， アジヤングーの造営背景にあるヴァーカータカ !:~Jの地方制 ì :，

が寄進したi.:rlで，アジャンタ一後期石自のなかでもすべての位凶iや天)1:，

さらに手1)柱に苓.るまでヅじ全に壁画によって;IElÌ'i~ しでも1:.a1;に盃ったIIfl-の慌

である。 しかし， ーカl好のみ，後世の寄進才;によるとみられる仏三尊像が

伐る。それは，N民liの11可JlIIiffiりの壁柱正uiiに村iかれたものて¥当初の控Illil

がiufらかの型山で年11~客し， r1f荘厳するに至ったIIf能性も考えられる。説法

印を結ぶ仏陀は情坐像で，頭上には辿珠やリボンでftitiられた傘兼が掲げら

れている。/正治にはH、子を執る脇侍がみられ，ギi)J削'，'j:は三山形式の副官itiを

つける。左)Jあ侍は史m冠で日に鹿皮を
まとい，j王手にノド瓶を'l'JLる。左右下)J

にはそれぞれ2名の比1主とみられる人

物が看取できる。あるおは供物のイE綱

を芋・に，ある竿iは介卒する紘子で，寄

進銚はみられない。

(13) !:fU9li+i 

節目街はチャイティヤ仰で， EZ内(立

、Lo，{ゾ}の控l曲や浮彫で荘厳されているが，

踏外の人nt正治およびファサードの側

A:I~' さらには前峰左右のヂ1)柱付の嗣堂

は，仏Jí'Gi~ミの形式から考J.& して後世の

j阜主11と考えられる (12.<19 )。なかでも 1:.<19 アジャンタ一応19街続人IIt仁)j
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アジ守ンタ一石町寺院巳sける小腹模寄進について

ファサード刷辺は，仏陀立像や仏陀坐像などが余剰の明i(IIを用いて表IJまれ

ている。「燃灯仏授記本生」凶の下方にも空いた空間を用いて 3躯の説法

印仏坐像が表されている。入口左右の浮彫は殆どが当初の制作であるが，

壁柱の柱礎正面の平坦な空間が，後に小規模寄進の空間へと用いられたこ

とは，不統一な区画内に去された仏陀立像によって明らかである。石窟の

荘厳もシンメトリーを基本とするが，ファサード正而左右側壁や前庭へ張

り出した外壁をみると，様々な大きさ・主題の尊{象やストゥーパ図が去さ

れ，作例によって供養者の有無がみられる。

また，第19窟の小規模寄進は前庭やファサードのみではない。前庭へは

直按下を流れるワゴーラ-}IIからアクセスできたようで別に入11が存在す

る。現在は脱却主が設けられ，入11は塞がれているが，当初の入口左方には

小さな仏坐{敏と，第26窟にもみられる無数の小ストゥーパが確認できる。

おそらく石窟としては一定の完成をみた後も，多くの小規模寄進者による

寄進が後を絶たなかったようである。

(14)第20織

第20窟には石窟の寄進銘とみられる碑銘がヴェランダ手IJ柱に残るが，状

態は年々劣化し，文字を判読するのはほとんど困難になっている。先学の

校訂から想定される寄進銘では，第4窟仏殿本尊の基壊に記された寄進銘

と同様に.定型願文がうかがえる点は留意されよう。

同窟では，ヴェランダと窟内に迫刻の仏陀像が見られる。ヴェランダで

は，左側壁の房室上部に獅子座に坐す結削除坐の仏陀倣と供養者1人，さ

らに左後壁の1111かり窓の上部に法輪と鹿を表した台風iに坐す説法印仏陀像

がみられ，窟内では広岡左後壁の仏侍坐像が追刻されている。後者には仏

陀が足をおく蓮台の下部に法輪と鹿，その両側に各 l人の供養者がみられ

る。窟内房室は未完のものもあり，広聞の左布後壁にも当初は厨室を設け

る子定であったらののこれは実呪せP，石窟の寄進後，左後墜に先述の仏
陀{象が寄進されたようである。ニれらに寄進銘は現状ではみられない。
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アジャンタ -{j踊(，'J'I慌における小規模帯地について

(15)第22窟

第22窟は.石筒自体が小規模寄進であった可能性が考えられる。石窟と

しては極めて小縦模で.1.ぶ問に手1)柱もなく，仏殿手前に列柱付の前室もな

く.その代わりに列柱付の仏殿が備わる。厨2住も未完のままで，唯一完成

を見たのは入日装飾のみである。とはいえ，決してアジャンター後期窟の

後半にみられる何重もの豪華な装飾帯で固まれているわけではない。一方.

府内は広間壁l白i全体に土壁が娩られているが，償l可lで荘厳された形跡はな

い。後壁および右墜の一吉11.そして仏殿に小規脱寄進とみられる仏陀像が

刻まれている。第22窟については再度論及するため，詳細を述べることと

したい。

-広附右側壁

仏三尊像のうち.説法印仏陀像と仏陀の頭部在宥に配された蟻人形飛天

は浮彫で表されるが，左右脇侍と蓮華座下方の蓮茎を支えるこ飽王は壁画

で表されている。寄進銘は二龍Eのド方の白いI){I崎に筆録され.それによ

れば〈釈種優婆事〉による寄進であるニとがわかる。浮彫上)Jには，壁画

で蓮華座上に結醐l扶坐する説法印仏陀坐像と定印仏陀坐像が交圧に3躯去

され，さらにその上方にはヤクシャ像とみられる鼓腹肥満の男性像が描か

れており，その足下に供物らしきものが看取される。このヤクシャ像の上

)iにも何か捕かれているが判然としない。

-左後壁

左後壁には，陵商の中間に比較的大きな|副Ililを取ってその中に未完の浮

彫が残る。おそらく説法印仏情~hf象を予定していたのであろう。この未完

の浮彫の上五に付柱付の区画があり.蓮華座にがi醐扶坐する説法印仏陀像

が脇侍や飛天とともに浮彫で去されている。ニの区両の横幅に合わせて.

そこだけ上方に天)1:画が描かれている。

. ;(，j後壁
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アジャンターイ7窟~j:院における小胤1晃司:r~について

|支110 説法f:11仏{奇坐保 アジヤンタ
- ;:r}2n~(広Im;(i1:表明

認できる。

-仏殿右iJlIJf，'l:

明I(II令体を川いて列伎十J'IぎIllilを設け，

三i'!l形式の仏陀{象を表す (1ヌ110)。蓮

池やその中にl咲く蓮華の必の 卜.に供養

-/'í'を配した梨色の説法印仏日~.^仏像で，

fiJ4i部分に寄進銘が残る。この浮彫上

)jには娃画でマカラアーチ，その上に

n純の蓮司|耳 )j[に坐す仏陀 I~えが.JíWかれて

いる。寄進銘は，説法印仏仇:'̂hf集のT今

世のうち.1iali子の |リjの返イヒの法弁を

避けて県色を??対に1'=1色の文十:で・2行

にわたって筆鈍され. <釈担比丘><大

徳〉のタイトルが見受けられる。供養

.ri'は控市向かつて左 |、ーに l人，ホ下に

ム;性 らしさ人物が2人腕坐するのが確

仏殿奥壁には，制i子l世に坐す説法印

仏侍坐i象がj字彫で表されている。 仏陀

がXEをおく必台 |すにはw輪と鹿が表さ
れ，その傍らrnlかつて在に男性2人，

右に火性 2 人が~~~ . 供物を手にした

り， 令学した りする。/己右脇偽の上fj

には，手前に突出するように男女の 11~

天が舞う。仏陀の??附装飾のマカラの

nから述珠をくわえたねがみられるこ
とから，アジャンターのなかでも晩JUI

に節IH乍さ1.1..たことカぎわかる。イムbl止1五IJ!iJ
~I ll 仏11~坐像 アジャンター

ヨ'~22w仏殿ホ側l:，t
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アジャンタ一七M寺践における小脱侠:者ill!について

確には布が五1Jまれるが未完である。

寄進銘が伐るのは，布iJ!lJ~i!:である(凶11)。仏三i'!i.f象のほかに過去七仏

と弥助粁|艇が各々の型刷とともに表される。この作例に相当する部分にの

み天井|尚も怖かれている。なお，寄進銘は「釈程比丘J と大衆仏教の|期連

で度々議論の的になっている。章を改めて論及するが， Iマ記に主主:進銘のみ

記す。また，このほか， -' '.Jjの過去七仏と弥初普艇の作仏菩I症の名，jijだけ

でなく，出制の名羽、も記されている山

TEXT 

Ll: sidc1al~1 deyadharmmo 'yarp ~ãkyabhiks0 ・一一一 l1iyasya matapitJ:... 

[uJ tranya. [ oJ [saJ rvvasatva岨manllttara [jaJ navaptaye saurupya 

sallbhayagul)opaparpnna gUl)endriye bhasvaracliptayas te bhavarp 

nti te nayanabhirama 
同
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(16)第26r.7I

第26間ではファサードiI::'f(Jiは第19

符同様におおむね造常H寺当初Jの計画

どおりに守I"j(民としてのヤクシャ像

や仏坐像が五1Jまれたようだが，大チ

ャイティヤアーチのJJ~.:lt (1苅12)や

アーチ内iJ!lJには過去七fムおよび弥靭J

や二仏花ノ'hf~，スト ゥ ーパ図， 諸革f~

救済制?刊集などが不規JliJに迫刻され，

ファサー 1.:Jμiの側被告11分には，決

してシンメトリーとはいい難い構成

で多くの迫刻像が氾出:する (図13)。

一方，町内でも身廊部分は計ii'IT，的な
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アジャンタ-{J窟寺院における小脱線寄j出について

アジャンター第26t1Iフ
ァサード左側壁

構成が見受けられるのに対し，廻廊

部分は，「iR繋」や「降雌成道」と

いった仏伝jii叫に加え， 一部に限れ

ば統一位のある仏布がみられるらの

の，壁而の$くに大小の仏陀坐i象や

仏陀立像，過去じ仏等が不m川に配
されている。こうした小規叫寄進の

多くに仏説1'i.(集がぶされているが，

そのうち得進銚はわずか3{9IJにとど

まる。

・ ファサードN.(J!lJA:，~

ファサードの小規模寄進のなかで

も一際大きな仏陀立像がある。この

仏陀立像の}iドには寄進才;とみられ

る比丘がi'7.~J;で表されているが，こ

の~画のイ i{J!lJ ~:主には壁jITílで比丘が腕
側

~する姿もぶされている。 この仏|吃立像の区iilil 1、-百Ilに真IJまれた寄進銘には，

〈釈極比行'.><大徳〉 のタイ トルを付したー比丘の名liijが肴取できる。

-ファサードイI側壁

先の仏陀立像と対称的な位置にはぽ同等の大きさの仏陀立像がある。こ

の仏liIi}L仰の足下にも脆坐する比任がぷされてお り，区間の下部に:tff進銘
。iI

が主IJまれている。

- 窟内;(ï~IJíIÎ

布姐原IÎでは小規脱守~進とみられる仏11官像群が控1m を~ß. っているが， 壁面

の?Eいている ところをイi効に活m して，天井近くにAî~;lf~びに弥納杯|桂と過

去七仏が表されているが，寄進銘は，比較的大きな仏印と仏誕のI:¥jのわず
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アジャンタ ーイ ikìí寺院における小JJ/.佼~.if!jについて

かな笠11¥1に刻まれた仏陀立像に付随す

るものである (1:.><114) 。当初j は仏陀 ~I全

似を予定していたが.1111らかの理山で

" 'iIlrしたことが，あたりを付けた品以IJ
から窺える。寄進銘文はく釈種比行'.)

をタイトルとする人物の寄進であるこ

とを述べる。

以上. ~キ簡の小別院寄進の級相を flÍ'j1lれ

に辿りつつ，寄進銘を伴う小mt莫寄進の
うち重要なものを乍げた。実|民第4.

6上階. 19. 26慌には寄進銘のない小m
1~~~f進が多く ，現:j'r:アジャンターに成る

寄進碑銘の多くはそのうちの一吉11に過ぎ

ない。 1ザlらかなことは，彩色が年IJ落した

l文114 仏陀i'[i~~ アジャンター
第26f~右側民1I

りあるいは浮彫が破mしたりした可tì~tl: も再めないものの，供託~-/?í'ーの姿が寄

進した仏陀像や菩|続1~のイ労らに必ずぷーされるわけではなく，また供養者が表

されたとしても脊進的が必引ではなかったということである。それでも，呪

イがする寄進碑銘は，アジャンターの寄進柄引の様相を如実に物削っていると

いえる。その内訳をみると，小規模寄進の銘文53件のうち.33fl'.が比Jiーによ

る寄進で圧倒的多数を Iliめる。彼らはおおむねsakyablzill$Uというタイトル

を付ける (231牛)が，このほかにも大徳 bhadanla(23件).m純f:i1iaca;'ya 
( 4 件)が単~!l.\でJl J いられるか，先の säkyabhil?$U とともに1.)j'，4じされる 。 ー

ブ).在家信者もわずかながら li'(i{~!.l.でき，釈柿催渡来 säkya-ゆ必aha (3 iLI"-). 

釈位優婆ヲ~ sa!;りla-u.tas ilw (1 1'1二).催接選uta.sa加 (3fLj".)の;n・7件が呪イ子
する。残りの一三i'I"'の碑銘は名前やタイトルの持11分が欠損しているため寄進

i-:の詳細が不明なケースである。

比II:.のタイトルとして刷出する sa，旬。bhiksuについて符干の，nえをすれば，

- 43-



アジャンター石窟寺院における小縦模寄進について

寄進銘に頻出する Mkya・bhi，勾u/-u，ρ'l1sakaというタイトルが大乗を奉ずる人
側 句"

物であるという考えは，ショペン以前にはE・H・ジョンストン，静谷正雄，

さらにショベンに対する反論を述べた研究者としてL・カズンズ.R・コー

エンなど先学の仏教学研究が知られる。なお.sãkyabhik~u の解釈は，大来

仏教を信奉する比丘とみる説のほかに.D・シルカルによる単に「仏教を信

" 拳する.仏教の』といった意味に捉える仏教説や.H・サルカルの遊行併の
ω 

団体説があり，いずれも実証的な根拠があるわけではなかったが，カズンズ

やコーエンは仏教文献以外の資料，例えば， rアルタシャーストラ.1O"I'Hf.I大

集成』や D'.f-王字物語』等を精査し.~ãkyabhik~u が仏教の出家者，比ñ: を

示すことを明らかにした.補足的に述べれば.寄進銘に頻出する定型願文

deya dharrno 'yal11鑓kyabhik!?or[x]sya atra pUQyal11 tad bhavatu 

matapitro sarvvasatvanam anuttarajnanavaptayeは.<釈種比丘><釈輔優

婆塞〉などいずれにも雌認でき，寄進者・が自らの寄進行・為によって「母と父，
ω 

および一切衆生の無上智獲得」を願う廻向の思想が.m家だけでなく在家に
も広〈受け入れられていたことを示している。

2.アジャンターの小規模寄進にみる問題-MahaylinaかAρ(lmsailaかー

本章では，仏教学においてアジャンターの碑銘が注目されることとなった.

第22館仏殿右側壁の脊進銘の，とある復元筒所に注目したい。当該筒所では，

研究者によってはmahaylinaと読めるとし，特にショペンはこれが大乗の存

在を示す最初期の資料とみた。経典の上では昨今，断片的ながらも中央アジ

ア出土の大乗経典の写本断片が発見され，紀元後まもなくの時期には大乗経

典が誕生していたことが寵えるが，一方で， しばしばインド仏教碑銘にみら

れる「大乗を信奉する」者の存在も.大泉思想の受け手としてその信仰の初

期的様相を示す資料として重要視されている。筆者は.アジャンター第22腐

の問題の銘文は，先述の第1章では当該箇所が完全に*，J落するため除外して

記したが.ショペンが依拠した校訂以外にも異なる読み方がなされている。
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それは，Apara，~ailaである。 mahãyã17aあるいはAρaraSailaの可能性.換言

すれば.アジャンターとL寸地域性およびアジャンター後JUJii窟が当時それ

らの語句が使附される環境にあったのか否かについてニこで検討を加えたい。

まず，ショペンはヤズダニのAjantaに収録されるチャクラヴアルティに

よる校訂 rmahãyãna-yãyani~l大乗を信奉する者」を参考に論を進めている

が.チャクラヴアルティが参考にしたのはグリフィスが公刊した初版本の図

版である。現在は象IJ落問所にフィリングがなされており，maも確認できず.

当時の壁画の状態から推測すると誤読の可能性も十分考えられる。では.

mahãyãna-yãyani~lや mahãyãna-t ~、うタイトルは.アジャンタ一周辺の両イ

ンドで同時代にも見出せるのだろうか。 rrnllhayilna・大乗の」や rmahilyana-

Yめlanifz大乗を信奉する者・」というタイトルを有する寄進銘が確認されるのは.

ショペンなども指摘するように.東インドのグナーイガル/1'.土の鋼板僻銘で.

これらはグプタ紀元188.{1'.の銘があることから 6世紀初頭であることも判明

していZ。鋼板碑銘科己す寄進内容は.大乗の釈種比丘・軌範師シャーンテ
イデーヴアのために， Aryavalokitesvarasramavihara (制1'1在菩離を柑っ

た僧院)に.大乗不退転の比丘僧伽の所領としての土地の下付をしたという

ものである。『大乗の釈種比丘・軌範師mahめlãnika-Wkyabhik~v・ãcãη抑J ・

rmahめ/ãn i.加 'vaivarttikα 大乗不退転の」として r大乗」の語句がHJ~ 、られ

ている。グナーイガルはバングラデシュの束に位置する地域で.後に多くの

変化観音が生み出される，パーラ仏教が栄える地域の一部でもある。観音菩

離を配る寺院ということから大乗仏教であることに異論はない。しかし，ア

ジャンター第22衝の欠損簡所を復元するにあたり，比較対象として挙げられ

たこの東インドの地がアジャンターから極めて述〈離れておリ，かっ，この

グナーイガルの碑銘においても，後述する時代の下る束インドや中インドの

碑銘においても r大乗」を付す際にアジャンターで推定された指kYllbh;k~u

に後続させるのではなく，文法上可能としても mahayani加 sakyabhik卯yと

いうように前置れることは注視すべきであろう。このほか，rmahめ/(ina-

yãyanil} 大乗を信奉する者』を含む~銘は.興味深いことにいずれも 10世紀

-45-



アジャンタ一石窟寺院』ニおける小規模寄進について

から12世紀のパーラ・セーナ時代のものであり，カナウジ出土の銘文にみる
ω 

ょうに釈種比丘と併記される事例もあるが，その他はボードガヤー出土例で

は比丘(上座)や優婆塞，サールナート出土例では優婆塞や優漉夷といった

在家信者と併記され.出家在家にかかわらず用いられている。

以上のように， 6世紀の東インドの碑銘に一例のみmahめlana・の事例は見

出せるが，その他は地域や時代に隔たりがあり，積極的にアジャンターの当

該碑銘中にma陶yana.を想定することは難しい。碑銘における「大乗J をめ

ぐる状況はニのようなものであるが.入竺求法{皆の記すところはそれに対応

するものではない。近年シリーズで刊行された『シリーズ大乗仏教』第一巻

冒頭において斉藤明氏が大乗仏教の実態について入竺求法僧の記録を中心に
ω 

まとめている。アジャンター後期旗の造営年代に前後する法顕と玄提の記録

に限定してみると，『法顕伝』では，アジャンタ一品l辺地域は合まれていな

いが，西北インドからItlインド，東インド，スリランカの状況が語られる。

僧院での学習内容に関する記述が多いが， r大乗Jr摩詞箭Jr大小乗Jr小

乗』という詩句が用いられるほか，さらに寺院や人にも大乗寺，大乗比丘，

大乗婆縦I"J.摩詞街僧伽能，摩詞桁人といった用例が確認される。斉藤氏は

これらを務理することによって，次のように3つの特徴を挙げる。まず，

「大乗Jr'l、乗」は，出家憎が学ぶべき経典や論書を意味しており，摩調街

僧伽藍において大衆脅11系の『摩調{刊紙作』の写本が伝承され，かっ大乗学の

対象が11判別の大乗経典や論書であった可能性があるという点である.次に，

大乗小乗の経論を兼学する寺院が存在したという点，そして，兼学の寺院と

してサンカーシャを挙げるが，態調桁僧伽藍としては中・東インドの大都市

に限定されているという点である。このほかにもH瞬間前人が般若披羅蜜，文

殊菩薩や観音菩薩を供養することが記されている.しかし造形の上で5世

紀初頭とみられる作例は殊に前者の般若波羅蜜に限定すれば全く出土してい

ないし，文殊菩薩も 5世紀初頭の作例はみられない。

では711t紀前半に入竺した玄突はどのようであったか。『大尉西域記』に

は，インド同内においては仏教ではなくヒンドゥー教が隆盛している様が記
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され，仏教の有.在は説かれるものの，その荒廃ぶりも伝えられる。そして.

法顕が人竺した当時よりも大衆の比率が増し，大乗小乗の月1例が57，さらに

大小二来の兼学も14例確認できるという。玄柴はアジャンターをil'(抜訪れて

はいないので，アジャンターが誠学か百かといった議論はできなL、。しかし

ながら.法顕から玄襲の時代にかけて大小二乗を兼学する寺院が榊加してい

たという流れは注目され，かっアジャンター後期石窟の活動が活発化する前

の時代.すなわち5世紀初頭という法顕の時代において r大乗」を名乗る地

域が，中インドから東インドに限定されている点を鑑みれば. 6111:紀の「大

乗」を記す極東インド.グナーイガルm土碑銘の存在は地域的jよがりがさほ
ど大きくないことを示している。従って.逆に速く離れたアジャンターの地

ではそのような状況で・はなかったことが想像され，やはり寄進銘だけでなく

入竺憎の伝える大乗仏教の実態からも第22衡碑銘の当該箇所がmahayana-で

あった可能性は極めて低いというべきであろう。アジャンターに大釆がなか

ったと言っているのではない。小規模寄進のなかには観音菩薩像に付随する

寄進銘もあり.mahayana-と記されずともそれは大乗を信奉する人物による

寄進ともいいうるし，寄進銘を欠mないしそもそも記銘していないとしても，
別稿にて論じた点であるが.アジャンターの「舎衛械神変J[)(Iにみられるよ

うに仏世界観の変容に大乗を見出せることを忘れてはならない。

それでは，ここで部派のひとつとしてAparaSaila.すなわち凶山部と推定

する読みについて検討してみよう.コーエンはAβaraSailaを採用する。この

AparaSailaは西山派という部派のひとつで，南インドのアーンドラ・プラデ
側

一シュ州ナーガールジュナコンダの仏教碑銘に頗出する。塚本氏によれば司

件jインドのガンタシャーラーに 1WIJ.そしてマハーラーシュトラのカンへー

リーに 1例見山される。後者のマハーラーシュトラ州の例については静谷氏

によって市インドとの地理的な隔たりを理由としてAparaSailaの可能性は殆

ど考えられないとされている。しかしその議論よりも，市インドの例もマ

ハーラーシュトラ州の例も碑銘学に基づけば2-3世紀頃とみられており.

実際.アジャンター後期石衡とは300年から400年ほどの時代的隔たりがある。
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またアジャンター後期石窟と同時期に西山派に言及する碑銘もないことから.

積極的に第22慌の当該箇所をAρ'araSailaとする可能性は極めて希薄といえよ

フ。

以上のことから，第22簡の仏殿右側壁に残る邸わゆhik刊に後続するタイ

トルについては，呪状では判断しかねるということ，そして先学等の研究に

よって想定される文言についても地域的・時代的な1I'-!;tを考慮しで慎重に検

討されるべきであることがいえよう。なお.アジャンターでは5説~abhileyu

に何らかのタイトルが後続する場合には.<大億>bhadarpta. または〈規

範師>acaryaという語句が僅かではあるが数例見受けられることも注意す

べきである。第22窟の問題の寄進銘はいずれにせよ極めて特異な例であるこ

とに異論はないが.既にみたように同時代や地峨にみる用例を考慮すると

mahのほ仰とAμraSailaとする解釈には慎重を要するのである。

結びにかえて

以上，アジャンター後期窟の碑銘のうち.壁l尚や浮彫に関わらず小規模寄

進とそれに伴われる寄進銘文中のタイトルにも留意しながら，小規模寄進の

様相を確認した。さらに仏教学において碑銘から大乗を語る場合に最初期の

例とされてきた第22筒仏殿碑銘の欠損箇所についてもmahのlanaでも，また

コーエンが主張するようなAParaSailaでもない可能性も考慮すべきであり.

慎重を要するミとを述べた。

繰り返しになるが，小規模寄進活動の舞台となったのは，前期窟の剥務箇

所や，後期!被fの造営が中断・未完のまま終了した石絡の空いた壁画であり，

そこに「書IJり込み的」に彫像や画像が寄進された。これに関してスピンクの

注目すべき指摘がある。当初の造営活動の中断・放棄といっても，それは本

尊である仏陀像やストゥーパが龍られた石窟にのみ，小規模寄進活動が見受

けられるというのである。それはすなわち.どのようなかたちであれ石窟が

寄進され.l'斡l叫に帰属するものとならなければ.寄進の意義を見出せなかっ
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たということであろう。さらに言えば小規模寄進は.好き勝手になされてい

るかのようにみえようとも，寄進のための区酬と主題を認司する権限を有し

た僧団の意向に従つてなされたものであったということが推察される。これ

らの小規模寄進は.まず石窟内の位置としては.滑らかに整えられた壁画あ

るいは下地が既に施された壁画であり.かつ{i慌の入口と仏殿を結ぶ中心軸

に近い.人目に触れやすい場所を選択して制作している。時には.既に寄進

された壁両を塗りつぶすかたちで別の壁画が寄進されるというケースもあり.

窟内の秩序が崩壊している場合もみられる。 -Ji.寄進の主題内容としては.

大画面である場合は節2窟後廊にみられるような仏伝主題「合術城の神変」

図や，第6寵上階にみるような房室全体を「合術械の神変』として嗣堂化し

たものもあるが.多くは，かつて石商人口や制全入口の装飾モティーフとし
岨曲

て見られた「過去七イ世仏lム、およひ
ω 

は三尊形式の仏陀{象.諸般救済観背frt.危難を去さない独尊の観音普瞳像.

ストゥーパ図などがみられ，寄進銘が伴われる場合とそうでない場合が両方

ある。

仏教碑銘にみられるタイトルや「無.上智獲得」という姐向の内容も寄進r..

の信仰の様相を知る上で重要な論点ではあるが，碑銘を有するものはいうま

でもなく‘碑銘を伴わない小規模寄進の岡像も右・過してはならない。しかし.

碑銘研究者や仏教学研究者からはこうした図像は的ど除外されて議論がなさ

れている。 r合衛城のやl'変」図の図像的発展過程を顧慮すると三尊形式の

図像に遍満する宇宙主的な仏という，大采的な壮大な仏世界観が萌芽してい

る現象はill:視されるべきである。このような造形tの大乗的要素から見た場
合.出家在家にかかわらず.寄進者らが視覚的に，おそらくより容易に理解

しうる仏世界観を受容していなかったとは言い切れまい。

今回，術者は寄進航がどのような ~~i.t象に付随するものかを務埋し.苦手進の

証である石窟それ白体・浮彫彫刻・峻幽と寄進銘を対照し従米の見解との

矛盾点などを呈示したに過ぎない。今後，仏教学研究との統合的な地域研究

が実現できれば，新たな研究の展l跡!の可能性がJUIM:できるように思われる。
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近年の仏教学における研究成果が明らかにしたように.大乗仏教の存在形態.

すなわち初期jにおいては大乗教聞というものは存在しなかったということ，

基本的には大乗は独自の作をもたず，大釆比丘が遵守した律は，みずからが

所属する僧院が保持していた伝統的部派の各律に基づき.出家者はそのなか

で大乗経典や論書を学んでいたこと，つまり大乗と部派が共存していたとい

う状況は，まさにアジャンターの『版本説一切有部m奈耶』に依拠した仏教
説話図を合む石窟芸術にみる説一切有部との関連と.小規模寄進にみる宇宙

主的釈迦への展開という.それぞれ部派仏教と大乗の併存という状況にも合

致しているといえよう。
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logical Survey of India}による共同事業の一環として実施された高精細画像

記録の一部である。 TJ11. Cf. AJ 2: 63，拘:塚本Ajanta8. 

(5) 第 4 慌に現存する1I1~-の銘文は，仏殿本尊の台岐にみられる市巡銘である。

寄進者の属する集l司や某の息子といった家系.さらに <M院主vihar・
asvamin>といった説明に続いて.小規模寄進の寄進銘文にみられる定型願文

と同じ願文が続〈点は注目きれる。寄進者名は人物l名のみであるが.台座前

には10余名もの供養持が花綱を手にしたり合掌したりする。おそらく寄進主の

親肢を表したものであろう。

(6) TJ 63 

(7) TJ 65 

(8) ICTWI: 87，担7;AJ 3:既存1;TJ 70;静谷29;塚本53

(9) DAJI; ICTWI: 87. #26; BCTTI: 138， #15; AJ 3: 95:抱;TJ 71;的谷29;:塚本
54;定方15

(0) AJ 3: 95; TJ 72 

(11) DAJI; ICTWI: 87，帯25;BCTTI: 138，非14;AJ 3: 95;削;TJ 73:鯵谷28;塚本

55;定方14

(1?) AJ 3: 95，拘;TJ 74 

価 DAJI(called “Cave XIX"): ICTWI: 76，拘;BCTTI: 132.お;AJ 4: 113; TJ 

84;静谷33:塚本65;定方5.

(14) 布奥墜には扉の形ほどの壁面.の大きさの盛り上がりがあり.おそらく同窟に

特徴的な房室上部の装飾のために残したものと考えられる。

(l~ TJ 88 
OQ NIA: 151; TJ 89 

側 DAJI(CaveXXI); ICTWl:88，拘0;AJ 4: 111-112; TJ 91;静谷34:塚本 67
(18) AJ 4: 112; TJ 92:静谷34;塚本34

側 DAJI (called Cave XXI); ICTWI:88. #30; AJ 4: 112; TJ 90:静谷34;塚本67.

図版は， DAJI (called Cave XXI); ICTWl: Cave XXII，拘0;John Griffiths， 

The Paintings in the Buddhist Cave.Temples of Ajanta， vol. I(London: 1896): 

plate 91 (但し，初版本においてのみ隙認可能); A] 4， PI. 1 (但し， Griffith~1 

版の被写)を参照。羽l訳:[成就あれ。]これは盤整品且，…………の寄進物で

あって.……母と父……一切衆生の無上智獲得とならんことを。これにおいて

勝者の像を造立せしめる者は，美しい容姿と幸運と福徳を成就し.感官におい

て太陽のごとく慨き.それらは日に事ぴとなる。

側 DAJI(caIled“Cave XXV・');ICTWI: 79，非7;BCTTI: 136，書7;AJ 4: 118-9，非

2;静谷36;塚本69;定方7。1) DAJI (called “Cave XXV"); ICTWI: 80，拘;BCTTI: 136.拘;AJ 4: 119-120. 
向;TJ 95;静谷37;線本70;定方8
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仰 ICTWI: 80，仰:sCTTI: 136，拘;AJ 4: 120，制;TJ 96:鯵谷38:塚本71:定方9

帥 このほかに.第10慌の仏坐像寄進銘に(熱心な)f!憂婆犠 [μm]motasaka 
なる~ft.録銘があったとするがにhakravarti ， N.P.， A Note on the Painted 

Inscriptions in Caves VI-XVII， Appendix to G.Yazdani. Ajanta. vol.3， 1946， 
London， p.21)，現存しないためここでは制愛する。同様の形容辞句は第20館

寄進銘にも看取される。

側 Schopen， G.. Mahay畳間 in the Indian Inscriptions， ludo・lranian]ourna[， 

21， 1979， pp.I-19; Two Problems in the History of Indian Buddhism: The 

Layman/ Monk Distinction and the Doctrines of the Transference of Merit， 

Studiel1 zur lndologie Imd lranistik， Heft 10， 1985， pp.9・47.1979lfの1論文に

おいて，ショペンは大采に言放する 6-12"111:紀の銘文と.大釆的呼称を合むと

する 4世紀以降の銘文を対象にインドにおける大乗仏教の様相を考察している。

(Za) Johnston， E.H.， Some Sanskrit Inscriptions of Arakan， Bulletin of Ihe 

School 01 Orienlal and Africal1 Studies， 11， 1943-46， pp. 357-385.ジョンスト

ンは，碑銘にみる‘deyadharmo' yam…・・yadatra pUl)ya'11 tad bhavatu x'= 

「ニれは……の寄進物である。ょこにある功徳のすべてがxのためになるよう

』こ」が『大乗的定烈文J と指摘した。

側 荷予谷正雄『インド仏教銘文に見出されるSakyabhij匂u(釈種比丘)なるタイ

トルについてJrr:IJ皮学仏教学側究』第一巻第二号， 1953， pp. 104-105; 11I]， Ma-

hayana Inscriptions in the Gupta Period， rr:1I度学仏教学研究』第一0巻第一
号， 1962， pp.358・355.

自司 Cohen， op. cit.， pp.194-270; Cousins， L.S.， Sakyabhikkhu! Sakyabhikkhu/ 

Sakyabhik卯:a mi蜘 kenlink to the Mahayana， Nagoya University， Studies 

in Indian Culture and Buddhism， Sar(zbha$a23， 2003， pp. 1-27. 

12a Sircar， D.C.， Indian Epigraphical Glossary， 1966， Delhi. p.287. 

側 Sarkar，H.， Studies in Early Buddhist Architecture of India， 1966， Delhi. 
側後半部分の廻11.)の対象t二ついて.構文の興なる例もある。例えば， matapi・

tararp purvva白gamarpkritva (母と父をはじめとする)とする例が第26筒フ

ァサード左側壁の銘文にみられる。アジャンターではこの一例のみであるが.

対而するほぽ同規模の仏陀立像の寄進銘もこの形式の構文を取っていた可能性

もある。また.阿インドではコンカン地方のクダ-~6 簡にこの形式の構文が

数例見出せる。

sl} Chakravarti. N. P. and B. Ch. Chabra， ot.cit.， 1955， p.112. 
倒塚本前掲書 pp.168-172: G切aigh釘 1参!!日。

側塚本nIj掲害， pp. 612-613: Kan吋1参照。

倒坂本前掲詫 pp.146，151-153， 905-907.917・918:Bodhgaya 28， 36， 37: Sar・

nalh 46， 51， 111参照。
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師斉藤明「第一議大釆仏教とは何か」法制隆・斉藤明・下回正弘・米木文美

て1:編 rシリース・大釆仏教第ー巻大衆仏教とは何か』春秋社， 20日， pp.3-38. 

側塚本前掲書， pp. 316-317， 320-325， 341・346，: NagarjunakOl)ca 6， 14， 18， 20， 

21， 51， 53， 54参!!日。 Aparamahãvapa~iIïya (西方の大林堂居住者;西山部)と

して記され，いずれも 3世紀頃とみられている。

側塚本前掲也 pp.299， 437・438:Ghal)tasala 4， Kanheri 38参照。

側 代表的なものとして第17獄中央入口装飾の過去七仏と弥紡菩薩が挙げられる。

側 第4箆ヴェランダ右壁，第10窟と第lU誌の間に彫られた無番街右控，第26窟

布翼左壁の上下ニ段が挙げられる。

キーワード アジャンタ一石総r.寄進.寄進銘，釈磁比I主
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